
抑
留
回
想
　 

岐
阜
県
　
鈴
木
義
彦
　 

一
、
ソ
連
軍
侵
攻
前

イ
．
昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
兵
現
役
入
隊
、
守
山
騎
兵

第
六
八
九
部
隊
満
州
鉄
嶺
部
隊
編
入
―
樺
林
部
隊
再
編

―
部
隊
主
力
南
方
作
戦
派
遣
残
留
部
隊
集
結
後
、
海
拉
爾

戦
車
機
動
隊
再
編
成
駐
（
連
隊
本
部
付
要
員
）

ロ
．
当
時
、
興
安
嶺
陣
地
構
築
（
周
辺
各
種
部
隊
編
成
）

、

作
業
隊
長
（
田
川
大
佐
）

、
当
部
隊
長
野
営
本
部
付

ハ
．
戦
況
急
迫
、
動
員
再
編
成
後
南
方
作
戦
移
動
、
残
留
部

隊
は
兵
器
装
備
皆
無
（
重
機
関
銃
等
）

。
軍
馬
共
々
南
方

移
動
（
軍
馬
な
し
騎
兵
隊
と
化
す
）

ニ
．
侵
攻
は
博
克
図
。
突
然
の
ソ
連
軍
侵
入
の
報
に
接
し
、

各
部
隊
に
お
い
て
個
人
の
た
こ
つ
ぼ
を
掘
っ
て
箱
爆
弾
を

抱
え
、
対
戦
車
撲
滅
作
戦
に
よ
り
待
機
せ
り
。
興
安
嶺
越

し
飛
行
機
飛
来
し
ド
イ
ツ
軍
製
ダ
ム
ダ
ム
弾
攻
撃
、
発
射

音
と
着
地
と
同
時
に
爆
発
、
殺
傷
す
る
。
我
が
軍
対
戦
飛

行
機
皆
無
に
て
一
方
的
攻
撃
受
く
。

二
、
終
戦
（
武
装
解
除
）

イ
．
ソ
連
機
甲
部
隊
博
克
図
侵
入
。
現
地
満
人
住
民
に
日
本

軍
三
八
歩
兵
銃
携
行
さ
せ
、
部
隊
包
囲
と
同
時
に
兵
器
類

没
収
集
積
さ
れ
、
個
人
私
物
も
撤
収
。

ロ
．
当
時
、
軍
師
団
司
令
部
は
博
克
図
移
駐
。
司
令
部
に
お

い
て
詔
勅
あ
り
結
集
、
雑
音
多
く
聴
取
不
能
あ
り
。
山
中

設
置
無
線
室
移
行
（
無
線
班
長
勤
務
）
聴
受
。

ハ
．
司
令
部
要
員
の
み
直
ち
に
退
散
、
飛
行
機
に
て
女
子
職

員
同
行
。
暴
行
等
大
混
乱
、
痛
激
な
り
。

ニ
．
旧
日
本
軍
駐
留
兵
舎
に
集
結
さ
れ
（
有
鉄
線
包
囲
）

、

監
視
塔
四
隅
に
て
ソ
軍
警
戒
配
備
。

ホ
．
他
部
隊
と
混
同
収
容
さ
れ
、
他
部
隊
に
お
い
て
は
分
隊

長
以
下
集
合
、
手
榴
弾
同
時
爆
発
に
よ
る
自
爆
。
室
内
肉

血
散
乱
、
血
の
海
と
化
す
。

ヘ
．
兵
舎
周
辺
の
満
人
農
作
物
徴
収
に
行
き
、
兵
舎
■
内
搬

入
と
同
時
に
射
殺
さ
れ
、
無
念
憤
慨
せ
り
。

ト.

結
束
を
配
慮
か
、
将
校
は
旧
満
鉄
宿
舎
に
、
兵
は
旧
兵



舎
に
別
々
収
容
さ
れ
、
連
絡
委
員
よ
り
連
絡
文
面
徴
集
さ

れ
る
。
解
読
要
請
と
な
る
。
そ
の
文
面
解
読
の
た
め
、
ソ

軍
よ
り
要
求
あ
り
て
、
当
時
連
隊
本
部
付
と
し
て
私
が
応

ず
る
こ
と
と
な
り
、
ソ
連
軍
最
高
指
揮
官
大
佐
、
白
髪
白

髭
の
長
身
者
と
旧
白
系
ソ
連
人
通
訳
と
監
視
兵
共
に
兵
舎

前
旧
将
校
宿
舎
に
お
い
て
、
没
収
文
面
解
読
の
た
め
徹
底

し
た
質
問
あ
り
。
主
と
し
て
将
校
よ
り
官
物
食
事
等
の
要

求
多
く
、
内
容
通
り
の
解
読
で
あ
っ
た
が
、
一
件
強
烈
な

る
反
戦
文
面
の
連
続
、
こ
の
ま
ま
で
は
大
変
な
事
態
に
な

り
か
ね
な
い
と
判
断
、
全
く
反
対
の
内
容
を
説
明
す
る

と
、
白
系
通
訳
が
ス
ト
ッ
プ
か
け
た
。
今
、
ど
こ
読
ん
だ

か
質
問
あ
り
、
即
座
に
こ
こ
だ
と
文
面
を
見
せ
る
と
、
彼

は
こ
の
文
字
は
満
語
で
言
う
と
こ
う
い
う
意
味
だ
、
お
前

の
言
う
こ
と
は
デ
タ
ラ
メ
で
嘘
だ
と
怒
鳴
り
つ
け
ら
れ

た
。
即
座
、
窓
際
に
立
た
さ
れ
、
マ
ン
ド
リ
ン
銃
を
持
つ

軍
曹
が
眼
前
に
銃
を
構
え
た
。
一
瞬
目
を
閉
じ
無
念
中
、

突
然
抱
か
れ
て
屋
外
の
車
に
乗
せ
ら
れ
た
。
兵
舎
■
内
で

は
連
日
係
留
さ
れ
て
い
る
私
を
心
配
し
て
か
多
く
の
兵
が

集
ま
っ
て
い
て
、
大
声
で
そ
れ
ぞ
れ
心
配
し
て
い
て
く

れ
た
。
通
訳
曰
く
、
お
前
は
嘘
を
言
っ
て
い
る
か
ら
連
隊
長

前
で
銃
射
を
す
る
と
言
っ
た
。
覚
悟
は
で
き
て
い
た
、
別

に
驚
く
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
宿
舎
到
着
、
連
隊
長
は
じ

め
中
隊
長
、
各
部
隊
将
校
多
数
参
集
包
囲
さ
れ
た
中
、
連

隊
長
日
く
、
敗
戦
し
た
、
遺
憾
残
念
な
が
ら
相
手
の
要
望

に
従
っ
て
く
れ
と
の
一
言
。
面
前
射
殺
も
な
く
、
満
鉄
高

級
舎
に
連
行
さ
れ
、
意
外
な
る
特
別
待
遇
を
受
け
た
。
そ

の
間
、
指
揮
官
の
要
求
に
よ
り
将
校
携
行
軍
刀
の
良
否
の

選
別
、
並
び
に
各
種
軍
人
勲
章
功
一
級
金
鵄
勲
章
等
、
よ

く
も
こ
ん
な
多
数
集
め
た
も
の
だ
と
感
心
す
る
中
で
上
位

を
選
別
し
た
。
そ
の
中
で
お
前
に
も
一
つ
や
る
と
言
っ
て

く
れ
た
。
私
は
功
二
級
金
鵄
を
選
ん
だ
。
後
ソ
軍
に
没
収

さ
れ
た
。
そ
の
後
、
ソ
軍
兵
同
行
に
よ
り
収
容
先
の
兵
舎

に
戻
る
も
、
心
配
し
て
い
た
友
の
大
歓
迎
を
受
け
感
激
、

ま
ず
は
一
安
心
。

チ
．
ソ
連
軍
は
、
ア
メ
リ
カ
製
大
型
軍
事
ト
ラ
ッ
ク
数
十
台

単
位
と
満
鉄
等
、
同
時
昼
夜
連
日
、
満
州
国
内
諸
物
資
と

と
も
に
軍
事
物
資
を
輸
送
、
国
境
越
え
路
線
両
側
、
山
稜

留
ま
る
こ
と
な
く
延
々
と
続
い
た
（
入
ソ
時
見
極
め
た
）

。



三
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
地
へ
の
旅

イ
．
収
容
抑
留
中
の
兵
は
、
帰
国
願
望
待
機
中
は
現
満
州
国

内
は
内
乱
あ
り
極
め
て
危
険
の
た
め
輸
送
困
難
で
あ
り
、

沈
静
の
上
輸
送
を
す
る
と
言
い
、
つ
い
に
冬
期
十
一
月
末

に
至
り
満
服
を
支
給
さ
れ
帰
国
の
途
に
つ
く
こ
と
と
な
る

も
、
依
然
と
国
内
輸
送
は
困
難
と
言
い
、
ソ
満
国
境
線
に

て
輸
送
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
満
鉄
貨
車
内
部
は
急

製
木
枠
に
て
二
段
ベ
ッ
ド
が
両
脇
に
造
ら
れ
て
い
て
、
正

に
す
し
詰
め
搭
乗
さ
せ
ら
れ
発
車
し
た
。

全
員
安
堵
か
心
配
か
、
複
雑
な
思
い
の
中
で
進
行
し

た
。
不
安
の
中
、
進
行
中
太
陽
の
光
だ
ん
だ
ん
西
方
に
傾

き
、
つ
い
に
線
上
真
上
に
左
方
向
へ
と
進
む
。
ソ
連
領

だ
、
騙
さ
れ
た
と
大
声
が
飛
ぶ
。
車
内
騒
然
、
怒
り
爆

発
、
い
か
ん
と
も
し
が
た
く
涙
を
の
む
よ
り
致
し
方
な

か
っ
た
。
車
内
の
天
窓
、
小
さ
な
窓
よ
り
眺
め
る
と
、
先

に
記
述
し
た
物
資
延
々
と
山
積
み
さ
れ
て
い
る
。
鉄
橋
に

差
し
か
か
っ
た
時
、
突
然
貨
車
の
扉
の
■
間
か
ら
数
人
が

飛
び
降
り
騒
然
と
な
る
。

ハ
．
着
駅
名
は
ソ
連
領
鉄
路
線
上
ノ
ー
バ
ヤ
と
い
う
駅
だ
っ

た
。
意
外
に
も
停
車
中
の
貨
車
の
穀
物
を
狙
い
、
原
住
民

が
お
ん
ぼ
ろ
の
衣
服
を
纏
い
、
日
本
人
で
言
え
ば
乞
食
同

様
の
人
々
が
南
京
袋
の
糧
秣
に
穴
を
あ
け
、
洩
れ
る
糧
秣

を
両
手
で
■
き
集
め
、
数
人
が
競
い
合
い
袋
に
詰
め
て
い

る
。
意
外
の
実
態
に
呆
然
と
し
た
。
ソ
連
兵
は
黙
認
し
注

意
は
し
な
か
っ
た
。
路
線
上
に
こ
ぼ
れ
た
糧
秣
を
も
■
き

込
ん
で
い
る
、
あ
ま
り
に
も
地
獄
の
境
地
を
見
て
、
兵
は

私
物
の
物
品
を
数
々
与
え
た
。
あ
ま
り
の
光
景
が
脳
裏
よ

り
離
れ
な
い
思
い
。

駅
着
後
直
ち
に
三
日
二
夜
の
不
寝
強
行
軍
に
入
っ
た
。

途
中
寸
時
の
野
営
の
み
で
我
々
は
極
度
の
体
力
消
耗
、
歩

行
困
難
に
陥
り
な
が
ら
、
盟
友
励
ま
し
助
け
合
い
な
が
ら

行
進
す
。

ニ
．
着
い
た
収
容
所
は
粗
末
な
丸
太
造
り
。
旧
ド
イ
ツ
兵
の

収
容
跡
地
で
、
主
と
し
て
伐
採
と
松
脂
採
集
作
業
を
し
て

い
た
よ
う
だ
っ
た
。

四
、
労
役

イ
．
我
々
の
編
成
隊
は
二
千
人
編
成
で
あ
り
、
主
な
作
業
は

伐
採
作
業
で
あ
っ
た
。
作
業
出
発
時
、
人
員
点
呼
。
五
列



縦
隊
数
え
る
の
に
初
め
か
ら
数
回
繰
り
返
し
、
一
回
で
済

む
こ
と
が
一
度
も
な
い
程
。
数
分
雪
の
中
に
立
た
さ
れ
、

震
え
た
。
作
業
場
は
延
々
深
雪
悪
路
で
数
キ
ロ
、
そ
の
上

作
業
で
、
二
人
一
組
で
松
の
大
木
直
径
一
メ
ー
ト
ル
以

上
。
伐
採
ノ
ル
マ
は
一
組
三
本
以
上
と
過
酷
ノ
ル
マ
、
達

成
は
と
て
も
無
理
。
芯
ま
で
凍
り
つ
い
た
松
木
は
容
易
に

鋸
が
進
ま
な
い
。
苦
戦
の
連
続
結
果
、
倒
木
、
大
声
で

周
辺
に
知
ら
せ
危
険
排
除
し
倒
す
。
松
葉
積
雪
す
る
大
木

は
、
大
地
に
倒
れ
る
と
同
時
に
一
本
の
大
木
と
な
り
、
枝

葉
は
径
三
十
セ
ン
チ
以
上
で
も
元
か
ら
凍
結
の
た
め
に

フ
ッ
飛
ん
で
し
ま
う
。
そ
の
た
め
思
わ
ぬ
重
傷
者
も
出

る
、
何
と
過
酷
な
作
業
か
は
言
語
に
絶
す
る
。
死
者
も
出

た
。
正
に
地
獄
境
地
だ
。
そ
の
大
木
を
鉄
道
路
線
広
軌
の

倍
の
長
さ
に
割
り
切
り
作
業
切
断
。
こ
れ
を
源
流
河
川
の

堰
堤
に
運
搬
。
数
百
メ
ー
ト
ル
以
上
を
一
組
十
六
人
、
前

後
八
人
ず
つ
で
鈴
な
り
と
な
り
、
ヨ
イ
コ
ラ
シ
ョ
ヨ
イ
コ

ラ
シ
ョ
の
掛
け
声
に
合
わ
せ
一
歩
一
歩
前
進
。
皆
肩
が
腫

れ
上
が
り
■
に
な
っ
て
カ
チ
カ
チ
で
、
最
も
重
労
働
で
疲

労
困
憊
こ
の
上
な
し
。

や
が
て
夏
期
に
至
り
雪
解
け
水
の
流
水
を
利
用
、
流
木

作
業
が
始
ま
り
、
途
中
流
木
が
重
な
り
合
い
集
積
、
流
木

不
能
解
除
の
た
め
流
木
上
に
立
ち
棒
一
本
で
操
り
、
一
歩

間
違
え
ば
流
木
と
共
に
流
さ
れ
圧
死
の
危
険
あ
り
、
正
に

地
獄
絵
巻
。
こ
の
作
業
で
数
人
の
命
が
流
さ
れ
た
。
残
酷

極
ま
り
な
き
作
業
で
あ
っ
た
。
中
に
は
重
労
働
疲
労
極
限

に
達
し
、
流
木
と
共
に
生
命
を
断
つ
願
望
者
も
あ
り
、
人

選
苦
慮
。

ロ
．
ラ
ー
ゲ
ル
周
辺
囲
み
作
業
始
ま
る
。
周
辺
松
木
の
直
立

木
選
定
、
長
さ
十
メ
ー
ト
ル
以
上
、
伐
採
運
搬
。
一
辺
百

十
数
メ
ー
ト
ル
四
周
、
一
部
衛
門
あ
り
を
、
凍
結
地
掘
削

で
一
メ
ー
ト
ル
以
上
掘
り
、
■
間
な
く
松
木
連
立
。
松
木

倒
立
本
作
業
は
別
途
重
作
業
に
よ
り
強
要
さ
れ
、
自
ら

ラ
ー
ゲ
ル
包
囲
す
る
。

そ
の
後
、
ジ
ン
ビ
ル
カ
収
容
所
を
後
に
ノ
ー
バ
ヤ
収
容

所
に
移
動
さ
せ
ら
れ
る
。
作
業
は
住
宅
建
設
、
丸
太
積
上

げ
ロ
グ
ハ
ウ
ス
。
基
礎
か
ら
棟
上
げ
ま
で
、
十
数
棟
建
設

に
当
た
る
。
ほ
か
に
製
材
木
工
所
に
お
い
て
鉄
道
枕
木
製

造
、
及
び
現
地
人
指
導
に
よ
り
松
材
に
よ
る
大
桶
製
造
、



ま
た
は
鉄
道
輸
送
に
よ
る
原
木
丸
太
貨
車
搭
載
作
業
、
昼

夜
を
問
わ
ず
連
日
重
労
働
だ
。

ハ
．
ハ
ウ
ス
建
設
は
、
基
礎
丸
太
の
上
に
も
う
一
本
の
丸
太

を
重
ね
、
合
わ
せ
目
を
コ
ン
パ
ス
で
印
を
付
け
、
上
の
丸

太
の
底
部
分
に
印
に
沿
っ
て
タ
ポ
ー
ル
斧
で
深
さ
一
五
セ

ン
チ
の
溝
を
掘
り
、
中
間
に
乾
燥
し
た
水
苔
を
挟
ん
で
積

み
重
ね
壁
面
を
造
る
。
天
井
は
ス
ノ
コ
作
り
の
板
並
べ
、

そ
の
上
に
土
を
乗
せ
る
。
内
壁
に
石
灰
を
水
溶
き
し
て
一

面
に
塗
り
上
げ
る
。

ニ
．
十
数
両
の
無
蓋
車
に
丸
太
搭
載
だ
。
貨
車
い
っ
ぱ
い
の

長
さ
の
丸
太
を
、
前
後
に
ロ
ー
プ
を
掛
け
、
一
方
十
数
人

ず
つ
で
引
き
巻
き
、
転
が
し
積
み
込
む
。
一
貨
車
五
段
積

み
程
の
高
さ
に
巻
き
上
げ
る
。
危
険
で
大
変
、
不
眠
の
重

労
働
で
あ
る
。
た
だ
た
だ
ダ
モ
イ
、
祖
国
に
帰
り
故
郷
の

土
を
こ
の
足
で
踏
む
夢
見
て
、
体
力
限
界
を
越
え
な
が
ら

も
耐
え
が
た
き
を
耐
え
、
現
在
で
は
考
え
ら
れ
な
い
程
、

生
の
執
念
に
徹
せ
ね
ば
生
は
な
し
。

ホ
．
洗
脳
教
育
に
つ
い
て
、
当
時
自
主
的
に
盟
友
発
行
の
日

本
新
聞
が
発
刊
さ
れ
一
般
配
布
さ
れ
て
い
た
が
、
私
は
特

別
ア
ク
チ
ー
ブ
と
銘
あ
る
教
育
を
受
け
ざ
る
を
得
ず
し

て
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
史
的
弁
証
法
、
唯
物

論
等
を
徹
底
的
に
、
ま
た
共
産
主
義
理
念
を
植
え
付
け
ら

れ
、
強
要
さ
れ
た
。
そ
の
後
帰
国
の
た
め
と
言
わ
れ
現

ノ
ー
バ
ヤ
よ
り
ナ
ホ
ト
カ
に
移
り
帰
国
を
待
つ
も
、
何
と

当
地
に
お
い
て
一
年
半
有
余
滞
在
さ
せ
ら
れ
、
主
と
し
て

ブ
ロ
ッ
ク
造
り
の
四
、
五
階
建
て
ド
ー
マ
の
建
設
に
基
礎

か
ら
完
成
ま
で
。
そ
の
間
、
帰
国
の
盟
友
を
数
回
に
わ
た

り
互
い
に
手
を
振
り
な
が
ら
大
声
で
元
気
で
な
ー
と
交
わ

し
な
が
ら
送
出
し
た
。
中
に
同
郷
の
友
あ
り
、
家
族
に
元

気
で
あ
る
こ
と
伝
え
て
く
れ
と
頼
み
、
送
っ
た
。
彼
の
行

列
進
行
中
の
一
時
で
あ
る
。

五
、
抑
留
中
の
生
活
と
極
限
状
態
の
意
識

申
す
に
及
ば
ず
、
飢
え
と
寒
さ
と
重
労
働
と
と
も
に
極
度

の
栄
養
失
調
に
陥
り
、
驚
く
な
か
れ
、
信
じ
ら
れ
な
い
最
悪

の
事
態
。
当
初
二
千
人
編
成
中
、
一
冬
越
え
明
け
に
は
何
と

千
数
百
人
が
死
亡
、
残
る
は
八
百
有
余
人
。
昨
夜
、
す
し
詰

め
の
就
寝
、
両
脇
の
友
、
特
に
何
語
る
こ
と
も
な
く
床
に
就

き
、
朝
起
き
て
見
る
と
意
外
や
意
外
、
両
脇
の
友
は
冷
た
く



語
ら
ず
他
界
。
夢
の
故
郷
を
偲
ぶ
無
念
の
姿
、
た
だ
両
手
で

友
の
手
を
握
り
、
明
日
は
我
が
身
と
涙
止
ま
る
こ
と
は
な

い
。
こ
ん
な
馬
鹿
な
こ
と
が
あ
っ
て
よ
い
の
か
。
こ
れ
が
現

実
だ
。

そ
の
後
一
ヵ
月
程
、
私
は
意
識
不
明
に
陥
り
一
週
間
以
上

寝
た
き
り
の
状
態
の
中
、
突
然
半
身
起
き
上
が
り
、
隣
の
友

の
食
事
を
取
り
夢
中
で
食
べ
始
め
た
と
の
こ
と
。
周
辺
の
友

は
た
だ
た
だ
呆
然
と
驚
き
見
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
と
き
岐

阜
出
身
の
軍
医
さ
ん
が
私
に
ド
イ
ツ
軍
保
有
貴
重
薬
を
投
薬

下
さ
れ
た
こ
と
を
、
衛
生
看
護
の
友
、
四
国
出
身
山
口
君
が

驚
異
的
生
還
を
祝
し
語
っ
て
く
れ
た
。
現
在
も
彼
と
は
命
の

恩
人
と
深
く
交
情
中
。
当
時
は
皆
、
不
法
侵
入
の
ソ
軍
は
許

せ
な
い
、
生
あ
る
限
り
絶
対
仕
返
し
の
た
め
の
命
と
我
が
身

に
誓
っ
て
い
た
。

六
、
帰
還

帰
国
の
た
め
ナ
ホ
ト
カ
に
来
て
一
年
有
余
、
そ
の
間
建
築

作
業
に
当
た
り
、
漸
く
帰
国
を
知
ら
さ
れ
半
信
半
疑
の
ま
ま

輸
送
基
地
に
着
く
。
安
堵
し
た
が
乗
船
「
明
優
丸
」
は
入
港

し
な
い
。
そ
の
間
、
私
は
か
つ
て
準
備
し
て
い
た
岐
阜
県
出

身
兵
指
先
遺
骨
数
体
を
保
存
し
て
、
必
ず
遺
族
に
渡
す
べ
く

住
所
録
を
記
名
し
、
か
ん
じ
ょ
よ
り
（
こ
よ
り
）
に
し
て
衣

服
の
衿
の
部
分
に
縫
い
込
み
保
管
し
て
い
た
が
、
乗
船
時
の

私
物
検
査
が
厳
し
く
遺
骨
と
共
に
没
収
さ
れ
、
無
念
の
涙
に

暮
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

乗
船
―
舞
鶴
上
陸
、
諸
検
査
手
続
後
帰
郷
。
悲
運
が
重
な

り
既
に
両
親
は
他
界
、
住
居
も
な
く
、
長
兄
宅
に
お
い
て
貿

易
業
の
手
伝
い
を
し
苦
難
の
末
、
結
婚
と
同
時
に
自
営
独
立

す
る
。
後
、
苦
難
の
末
築
き
上
げ
た
住
宅
、
工
場
が
隣
家
よ

り
の
出
火
で
全
焼
。
再
起
不
能
、
焼
却
。
後
地
、
借
入
金
、

再
建
を
次
女
に
託
し
、
公
務
員
と
し
て
勤
め
、
あ
ま
り
に
も

険
し
い
紆
余
曲
折
の
人
生
を
余
儀
な
く
過
ご
し
て
き
た
。

七
、
現
在

復
員
し
、
長
兄
経
営
貿
易
商
協
力
後
、
独
立
。
上
絵
付
加

工
業
組
合
理
事
務
め
、
五
十
三
年
隣
家
よ
り
出
火
、
大
火

災
、
隣
接
家
屋
七
軒
全
焼
。
再
建
喫
茶
店
開
業
、
次
女
専

任
。
我
が
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
管
理
職
十
五
年
。
退
職

後
、
老
後
保
養
に
徹
す
。
八
十
歳
に
至
る
。



【
執
筆
者
の
紹
介
】

昭
和
五
十
七
年
、
全
抑
協
岐
阜
県
連
合
会
発
足
以
来
、
本
部

役
員
と
し
て
会
勢
の
拡
大
に
努
力
を
さ
れ
、
財
団
認
可
以
降
は

支
部
の
事
務
局
長
と
し
て
活
躍
、
岐
阜
県
支
部
の
活
動
の
中
心

人
物
と
し
て
、
そ
の
行
動
を
高
く
評
価
し
て
お
り
ま
す
。

彼
は
誠
実
な
人
柄
で
地
域
に
密
着
、
自
治
会
、
上
絵
付
加
工

組
合
の
理
事
、
県
立
高
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
務
め
る
な
ど
多
く

の
役
職
を
歴
任
、
厚
い
信
頼
を
得
て
お
ら
れ
ま
す
。

現
在
は
悠
々
自
適
の
毎
日
で
、
良
き
家
庭
に
恵
ま
れ
て
う
ら

や
ま
し
い
限
り
で
す
。
小
生
の
ま
た
と
な
い
相
談
相
手
で
あ
り

ま
す
。

（
岐
阜
県
　
　
鈴
木
善
三
）

シ
ベ
リ
ア
抑
留
記
　 

愛
知
県
　
近
藤
昌
三
　 

一
、
入
隊
前
の
略
歴

私
は
大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
、
名
古
屋
で
生
ま
れ
た
。

中
学
校
入
学
の
前
年
に
蘆
溝
橋
事
件
、
中
学
卒
業
の
前
年
に
日

米
開
戦
と
な
っ
た
。
名
古
屋
市
立
商
業
を
昭
和
十
七
（
一
九
四

二
）
年
暮
れ
に
繰
上
げ
卒
業
と
な
り
、
縁
あ
っ
て
某
綿
花
貿
易

会
社
の
中
国
研
修
生
と
し
て
中
国
へ
渡
っ
た
。
北
京
で
約
十
ヵ

月
の
中
国
語
速
成
教
育
の
後
、
河
北
省
石
家
荘
近
く
の
農
村
駐

在
員
と
な
り
、
電
気
、
水
道
も
な
い
田
舎
で
中
国
人
職
員
を
使

い
、
八
路
軍
ゲ
リ
ラ
に
よ
る
殉
職
覚
悟
で
約
一
年
半
、
綿
花
収

買
に
従
事
し
た
。

二
、
北
支
派
遣
軍
入
隊
、
終
戦

徴
兵
年
齢
の
引
下
げ
に
よ
り
、
昭
和
十
九
年
、
石
家
荘
に
て

検
査
を
受
け
、
昭
和
二
十
年
四
月
一
日
、
山
東
省
張
店
の
部
隊

に
入
隊
し
た
。
約
五
十
人
の
新
兵
は
、
張
店
近
郊
の
分
遣
隊
に

て
教
育
を
受
け
た
が
、
三
八
式
歩
兵
銃
は
支
給
さ
れ
ず
、
鹵
獲

銃
で
教
練
を
受
け
、
専
ら
対
戦
車
肉
弾
攻
撃
の
訓
練
だ
っ
た
。

第
一
期
の
検
閲
を
受
け
て
配
属
さ
れ
た
部
隊
は
「
北
支
派
遣

独
立
歩
兵
第
四
二
九
四
部
隊
」
で
、
山
東
省
泰
安
付
近
に
い
た

が
、
七
月
下
旬
、
列
車
に
て
移
動
。
一
旦
南
朝
鮮
に
入
っ
た

が
、
北
上
し
て
北
朝
鮮
咸
興
付
近
に
駐
屯
中
、
終
戦
の
玉
音
放

送
を
聞
く
こ
と
と
な
っ
た
。
武
装
解
除
さ
れ
た
が
、
軍
規
は
正




